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No.1087 2010 年 10 月号 

 

 徳島県三好市（吉野川計画区）、愛媛県宇和島市（南予計画区）、高知県四万十市（四万十川

計画区）のそれぞれ、三会場で「国有林野の森林計画に関する地区懇談会」を開催しました。 

 

九
月
一
五
日
に
徳
島
県
三
好
市
、
二
七
日
に

高
知
県
四
万
十
市
、
二
八
日
に
は
愛
媛
県
宇
和

島
市
に
お
い
て
、
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 今

回
の
地
区
懇
談
会
は
、
平
成
二
三
年
度
策

定
、
二
四
年
度
か
ら
施
行
予
定
の
「
地
域
管
理

経
営
計
画
」
と
「
国
有
林
野
施
業
実
施
計
画
」

の
策
定
作
業
に
先
立
ち
、
広
く
国
民
か
ら
意
見

を
聞
く
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う

な
場
を
設
け
る
の
は
、
昨
年
度
に
続
き
、
今
回

で
二
回
目
と
な
り
ま
す
。 

 

会
議
は
、
森
林
管
理
局
計
画
部
長
と
森
林
管

理
署
長
の
挨
拶
の
後
、
担
当
者
か
ら
計
画
制
度

の
概
要
、
国
有
林
の
現
状
と
現
行
計
画
を
説
明

し
、
意
見
交
換
に
移
り
ま
し
た
。 

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
有
害
鳥
獣
の

駆
除
対
策
の
要
望
、
木
材
生
産
量
確
保
に
向
け

た
期
待
や
、
県
産
材
利
用
拡
大
へ
の
て
こ
入
れ

の
希
望
、
民
国
連
携
に
関
す
る
具
体
的
な
要
望

な
ど
、
様
々
な
立
場
の
方
々
か
ら
貴
重
な
意
見

や
要
望
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

年
度
明
け
の
四
月
か
ら
本
格
的
な
策
定
作
業

に
取
り
か
か
り
ま
す
が
、
今
回
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
よ
り
良
い
計
画
と
な
る
よ
う
、
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

〈
局
計
画
課
〉 

四万十市会場の地区懇談会 

森林計画に関する地区懇談会を開催
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チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
 

伐
採
を
初
体
験
 

〜
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

活
動
入
門
講
座
〜
 

       （
指
導
普
及
課
）
 

 

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(
就
業
体
験

実
習)

の
実
習
生
を
八
月
二
三

日
か
ら
二
七
日
の
五
日
間
受
け

入
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
実
習
生
は
、
高
知
大

学
農
学
部
三
回
生
の
垣
内
愛
美

さ
ん
で
す
。
管
内
の
概
要
等
を

勉
強
し
た
後
、
五
日
間
の
現
地

実
習
に
入
り
ま
し
た
。 

主
な
実
習
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

①
森
林
環
境
教
育
と
し
て
、
高

知
市
立
高
須
小
学
校
で
の
森
林

教
室
・
木
工
教
室
に
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
、
紙
芝
居
を
担

当
。 

②
生
産
・
販
売
業
務
と
し
て
嶺

北
署
管
内
で
国
有
林
材
の
搬
出

現
場
と
高
知
市
仁
井
田
の
木
材

市
場
の
見
学
。 

③
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
徳

島
署
管
内
で
地
す
べ
り
対
策
工

等
実
施
箇
所
の
見
学
。 

④
森
林
整
備
事
業
で
は
、
四
万

十
署
管
内
で
造
林
事
業
と
林
道

新
設
工
事
の
実
施
箇
所
の
見

学
・
実
習
。 

⑤
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
の
見

学
。 

 

こ
れ
ら
の
中
で
、
森
林
整
備

課
の
担
当
者
（
篠
原
設
計
指
導

官
・
藤
原
企
画
係
長
・
芝
森
林

育
成
係
長
）
に
よ
る
四
日
目
に

実
施
し
た
四
万
十
署
管
内
で
の

実
習
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

午
前
中
は
、
奈
路
（
な
ろ
）

森
林
事
務
所
の
駄
馬
山
（
だ
ば

や
ま
）
国
有
林
の
実
習
地
に
お

い
て
、
分
収
育
林
の
伐
採
跡
地

へ
の
植
付
箇
所
に
お
い
て
、
苗

木
の
植
栽
状
況
や
下
刈
作
業
の

実
行
箇
所
を
見
学
し
た
後
、
造

林
地
の
生
物
被
害
の
中
で
最
も

深
刻
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
対

策
と
し
て
設
置
し
て
い
る
防
護

柵
の
説
明
を
受
け
、
木
を
育
て

る
こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
し
た

よ
う
で
し
た
。 

 

ま
た
、
隣
接
す
る
保
育
間
伐

を
行
っ
た
林
内
へ
移
動
し
、
間

伐
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
間
伐
し
て
い
な
い

林
分
の
林
内
照
度
（
林
の
中
の

明
る
さ
）
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。 

 

昼
食
後
は
、
須
崎
森
林
事
務

所
の
橋
ヶ
谷
林
道
に
移
動
し
、

林
道
の
新
設
工
事
箇
所
を
見
学

し
ま
し
た
。
実
習
生
の
垣
内
さ

ん
は
農
学
部
で
も
工
学
分
野
の

コ
ー
ス
へ
在
籍
と
の
こ
と
で
、

担
当
者
か
ら
設
計
や
路
線
の
選

定
、
土
捨
場
作
設
等
の
説
明
を

熱
心
に
聞
き
、
疑
問
点
を
質
問

す
る
な
ど
積
極
的
な
姿
勢
が
目

を
引
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
実
習
が
、
こ
れ
か
ら

の
学
業
等
に
役
立
つ
と
と
も
に

今
後
の
進
路
決
定
の
何
ら
か
の

参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
つ
つ
、

こ
の
日
の
実
習
を
終
え
ま
し
た
。 

 

九
月
一
二
日
、「
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
入
門
講
座
」
の
第

二
回
の
研
修
会
を
、
香
美
森
林

組
合
の
森
本
業
務
課
長
を
講
師

に
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
取
扱
い
」

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
構

造
や
安
全
な
取
扱
い
方
に
つ
い

て
動
画
等
を
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
目
立
て
（
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
刃
の
研
磨
）
に
つ
い
て

も
や
す
り
の
選
び
方
や
使
い
方
、

器
具
を
使
う
こ
と
で
誰
で
も
上

手
に
研
磨
で
き
る
方
法
な
ど
習

い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
高
知
県
香
美
市
谷

相
の
山
林
へ
移
動
し
、
講
師
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
実
際
に
チ

ェ
ン
ソ
ー
を
使
い
ス
ギ
の
伐
採

を
行
い
ま
し
た
。
受
講
者
は
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
使
用
も
山
の
現

場
に
入
る
こ
と
も
初
め
て
の
方

が
多
く
、
緊
張
し
な
が
ら
作
業

に
当
た
り
ま
し
た
。
初
め
は
力

を
入
れ
す
ぎ
て
う
ま
く
切
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
講
師
の
サ
ポ

ー
ト
で
全
員
が
一
本
ず
つ
伐
り

倒
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

受
講
者
は
伐
倒
作
業
を
体
験

し
た
こ
と
で
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の

取
扱
い
は
も
と
よ
り
、
林
業
作

業
の
大
変
さ
や
危
険
性
、
木
材

流
通
の
一
端
な
ど
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
最
後
に
自
分
で

伐
っ
た
木
の
切
り
株
を
輪
切
り

に
し
て
記
念
に
持
ち
帰
り
ま
し

た
。 

 

こ
の
講
座
は
、
一
一
月
（
第

三
回
目
）
に
、
木
材
の
流
通
や

利
用
、
木
造
建
築
に
つ
い
て
学

び
終
了
し
ま
す
。 

手ほどきを受けながら伐採 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ
 

 
 
 
 
（
総
務
課
）

林道新設工事箇所の説明 
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「
伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
」 

と
は
、
松
山
城
、
道
後
温
泉
、
木

の
文
化
の
象
徴
す
る
伝
統
的
木

造
建
造
物
の
修
復
用
資
材
確
保

を
目
的
に
平
成
一
九
年
度
締
結

さ
れ
た
「
木
の
文
化
を
支
え
る
森

づ
く
り
」 

 

九
月
一
八
日
、
高
知
県
高
岡

郡
梼
原
町
鷹
取
山
国
有
林
に
お

い
て
、「
鷹
取
山
き
の
こ
観
察
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
森
林
の
達

人
達
と
連
携
し
た
森
林
環
境
教

育
の
取
り
組
み
の
情
報
を
発
信

す
る
た
め
に
、
「
き
の
こ
の
達

人
」
き
の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
荒

尾
正
剛
氏
（
日
本
菌
学
会
及
び

日
本
き
の
こ
学
会
会
員
、
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
に
講
師

を
依
頼
し
実
施
し
ま
し
た
。 

 

森
林
の
達
人
は
、
多
様
な
森

林
環
境
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
森
林
環
境
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
た
遊
び
や
活
動
に

優
れ
た
四
国
四
県
の
方
々
を

「
森
林
の
達
人
集
」
に
ま
と
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。 

 

当
日
は
、
晴
天
の
下
、
二
〇

名
の
方
の
参
加
に
よ
り
、
午
前

一
〇
時
か
ら
約
二
時
間
、
鷹
取

山
の
林
内
で
き
の
こ
を
観
察
し

ま
し
た
。
途
中
、
講
師
よ
り
き

の
こ
の
説
明
及
び
参
加
者
よ
り

オ
カ
リ
ナ
演
奏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
り
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
が
採

取
し
た
き
の
こ
を
シ
ー
ト
に
広

げ
、
同
定
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

全
国
的
に
残
暑
が
厳
し
か
っ
た

今
年
は
、
夏
き
の
こ
が
主
流
で

期
待
通
り
の
個
体
数
は
、
見
つ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
約
五

〇
種
の
夏
き
の
こ
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

中
で
も
珍
し
い
種
と
さ
れ
て

い
る
「
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ウ
ラ
ベ
ニ

ガ
サ
」【
か
な
り
腐
食
の
進
ん
だ

広
葉
樹
に
生
え
る
。
傘
に
斑
点

模
様
が
あ
る
こ
と
か
ら
豹
紋
の

名
が
付
い
て
い
る
。
一
九
九
一

年
に
新
種
発
表
さ
れ
た
日
本
固

有
種
「
可
食
」】
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

 

伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
育

成
協
議
会
で
は
、
一
〇
月
二
日

に
、
参
加
者
三
三
名
（
一
般
公

募
）
に
よ
り
、
第
四
回
、「
伊
予

之
二
名
島
古
事
の
森
」
森
づ
く

り
活
動
を
愛
媛
県
久
万
高
原
町

（
石
鎚
山
系
の
中
腹
）
サ
ル
谷

山
国
有
林
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

作
業
前
に
、
協
議
会
長
（
江

崎
次
夫
愛
媛
大
教
授
）
か
ら
、

古
事
の
森
の
設
定
趣
旨
と
、「
次

代
に
引
き
継
が
れ
る
べ
き
文
化

財
の
保
存
と
存
続
に
不
可
欠
な

資
材
を
確
保
す
る
た
め
の
森
づ

く
り
と
の
思
い
を
込
め
な
が
ら

作
業
を
し
て
下
さ
い
」
と
の
挨

拶
の
後
、
歩
道
修
理
、
獣
害
対

策
の
た
め
の
保
護
チ
ュ
ー
ブ
の

点
検
修
理
と
刈
り
だ
し
を
行
い

ま
し
た
。 

 

森
づ
く
り
活
動
箇
所
は
、
近

年
、
被
害
が
目
立
っ
て
い
る
造

林
木
へ
の
獣
害
対
策
と
し
て
保

護
チ
ュ
ー
ブ
を
設
置
し
て
あ
り

ま
す
が
、
植
栽
当
初
か
ら
整
備

し
て
き
た
こ
の
場
所
も
今
年
初

め
て
イ
ノ
シ
シ
に
よ
っ
て
掘
り

返
さ
れ
た
保
護
チ
ュ
ー
ブ
が
散

乱
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

今
年
の
作
業
は
、
保
護
チ
ュ
ー

ブ
の
立
て
直
し
と
造
林
木
起
こ

し
を
主
体
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
被
害
箇
所
を
中

心
に
、
造
林
木
を
起
こ
し
、
散

乱
し
た
保
護
チ
ュ
ー
ブ
の
立
て

直
し
、
回
収
、
刈
り
出
し
、
ま

た
、
歩
道
修
理
な
ど
で
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

 
作
業
終
了
後
は
、
面
河
渓
谷

近
く
で
昼
食
を
摂
り
、
紅
葉
に

は
少
し
早
か
っ
た
で
す
が
、
面

河
渓
谷
の
散
策
を
楽
し
み
今
年

の
森
作
り
活
動
を
終
え
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
と
い
う
長
い
期
間
に
渡
る
取

り
組
み
は
継
続
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
し
、
来
年
の
再

会
を
誓
い
解
散
し
ま
し
た
。 

※
古
代
に
お
い
て
は
、
四
国
を

伊
予
之
二
名
島
と
呼
ん
だ
。 

採取したきのこの観察 

保護チューブ修理作業 

い

よ

の

ふ

た

な

の

し

ま

こ

じ 

い

よ

の

ふ

た

な

の

し

ま

こ

じ 

鷹
取
山
き
の
こ
観
察
ツ
ア
ー
 

ー
森
林
の
達
人
ー
 

  
 
   （
指
導
普
及
課
）
 

次
代
へ
の
森
づ
く
り
 

 「
古
事
の
森
」
で
 

 
 気
持
ち
よ
く
汗
流
す
 

       （
指
導
普
及
課
）
 




